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 ɛ-Poly-L-Lysine合成酵素の変異解析 
鬼頭奈央子 

 
	
 ɛ-ポリ-L-リジン（ɛ-PL）は、L-リジンの ɛ-アミノ基と ɑ-カルボキシル基がペプチド結合でつな

がった 25～35 残基からなる直鎖状のアミノ酸ホモポリマー抗生物質であり、放線菌 Streptomyces 

albulus及びその類縁菌によって生産される。これまでに、ɛ-PL合成酵素（Pls）は新規の非リボソ

ーム型ペプチド生合成酵素（NRPS）であり、130kD の膜酵素であることが明らかとなっている。

Pls によるペプチド合成反応は、L-リジンの ɛ 位アミノ基に特異的であり、生産される ɛ-PL の鎖

長の多様性も導いている。しかし、既知の NRPS として報告のないドメイン領域において触媒機

能の詳細は不明のままであり、触媒反応に重要なアミノ酸残基も特定されていない。ɛ-PLは現在、

天然の食品防腐剤として実用化されており、さらに近年、食品分野だけでなく、農薬、医薬など

広い分野での抗菌素材としての利用法も期待されている。従って、鎖長をコントロールすること

は今後の用途開発に必須であり、様々な鎖長分布を有する ɛ-PLを選択的に合成するためにも本酵

素の詳細な機能解析は必須であるといえる。 
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要旨 

Plsの機能未知の領域の詳細な機能解析を目的に、Plsと Plsのホモログにおいてアライメントを

作製し、高度に保存されたアミノ酸残基を同定した。そのアミノ酸モチーフにおいて最も高度に

保存されているアミノ酸残基を、それぞれアラニンに置換した部位特異的変異酵素を構築し、こ

れらの機能を検証した。また、ɛ-PLの鎖長制御に関与するアミノ酸残基を特定するために、ラン

ダム変異解析を行った。これにより得られた変異型 Plsが生産する鎖長分布の異なる ɛ-PLにおい

て、生理学的・化学的な性質の変化を調べる第一歩として抗菌活性を評価した。 
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